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１ 聞き取りチェックラベルの目的 

  聞き取りチェックラベルの目的は、教職員が、児童・生徒間のトラブルの聞き取りを

行う際、あるいは聞き取り後に必要な情報の聞き取りができているか確認し、聞き取り

漏れを防ぐことにあります。 

  したがって、当ラベル以上に詳細な情報を項目にした聞き取りシートを作成、活用し

ている学校は、本ラベルの使用は任意でかまいません。もっとも、聞き取りシート作成

前の備忘録に記入する段階から、聞き取りの精度を上げる効果が期待できるため、本調

査会としては、そのような学校についても当ラベルの活用を奨励します。 

２ 聞き取りチェックラベルの使用方法 

（１）聞き取りの際のチェックラベルの活用 

  ◆チェックラベルを１行切り出し、教職員が対応時の備忘録として活用しているノー

トのページ上部に事前に貼付する。 

  ◆聞き取り中やメモをとる際に、備忘録に貼付したチェックラベルを読み、確認内容

に漏れがないかその場で確認を行う。 

（２）聞き取り後のチェックラベルの活用 

◆チェックラベルを１行切り出し、備忘録として活用しているノートに聞き取り内容

をまとめる段階でページ内に貼付する。 

◆それに該当する情報を矢印でつなぐなどして、情報の整理や、漏れがないかの確認

を行う。 

 

図：（２）の活用イメージ 
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